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1．研究の背景と目的

地域施設の計画においては，施設の機能とサービス

内容に合わせて，受益範囲を「計画圏域」として設定

するのが，オーソドックスな手法である。しかし，公

共施設の多くでは，行政圏域がサービスの受益範囲と

して先に設定された後，これに合わせて施設機能や

サービス内容が決定され，いわゆる計画手法の逆転が

みられる。このため，行政圏域は，行政サービスや公

共施設の受益範囲として先行し，住民生活に直接大き

な利害をもたらしている。

このように地域施設およびサービス計画に重要な役

割を果たしている行政圏域は，既存のものとして疑わ

れることなく，地域施設計画が進められてきた。しか

し，行政圏域が歴史的にどのような成立過程を経てき

たか，行政圏域が施設の計画圏域とどのような整合'性

をもっているかを明らかにすることは，地域施設計画

のなかで非常に重要な課題である。

本研究は，以上のような問題意識のもとで，住民に

一番身近な行政圏域である市町村の区域割の経緯を歴

史的資料に尋ね，現在の行政圏域の成立過程を歴史的

経緯に基づいて明らかにすることを目的とする。

２．行政区域の歴史的経緯

わが国の行政区割りは，古くは７世紀に進められた

「班田収授法」による国・郡で，その後鎌倉時代武家

社会に見直された国・郡，太閤検地による年貢取り立

て圏域，徳川幕府下の藩・郡・郷制度と続く。明治に

なると近代国家を目指して,22年に市町村制が敷かれ，

現在の行政区域割の基礎が整えられた。戦後は民主主

義と地方分権確立のため，昭和28年に町村合併促進法

が制定され，今日に至っている。この行政区域割りの

離散集合過程を歴史的にみると，地域の財政事情や利

権および風俗文化などを下敷に，住民対立や覇権争い

が行われてきた。このため，ある時代の行政区域割り

は,当時の政治・経済・文化等を反映するものである。
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特に，これら一連の行政圏域の歴史的経緯の中で，

江戸時代の藩・郡・郷制，明治22年の市町村制，昭和

28年の町村合併促進法による区域割りの変更は，現在

の行政圏域に深い影響を及ぼすものである。

３．研究の方法

本研究では，行政圏域が国あるいは地域の統治体系

や行政の方針によって異なる時期を６期に分け，各々

の時代について，当時の時代背景，社会事情による行

政区域割りの変遷過程をみることにする。内容につい

ては，以下の通りである。

①古代の行政区画

大和朝延が豪族を統一し，国・群制によって統治し

た時期

②鎌倉時代の行政区画

武家社会で国・群制が再建されたが，覇権者によっ

て領域争いのため日々境界線が変化した時期

③太閤検地時の行政区画

豊臣秀吉によって一定の年貢を取り立てるために区

域割りが行われた時期

④江戸時代の行政区画

徳川幕府下の藩・郡・郷による全国的規模の統一体

制期

⑤町村制施行後の行政区画

近代国家誕生を目指し，明治22年の市町村制施行に

より現在の行政区域割りの基礎が整えられた時期

⑥戦後から現在までの行政区画

民主主義と地方分権確立のため昭和28年の町村合併

促進法を境に政府によって積極的に市町村合併が推

進された時期

４．調査対象の選定

鹿児島県,宮崎県,大分県を調査区域に選定し,各々

に対して当時の文献を捜し出し調査を行う。

鹿児島県は，徳川政権時代薩摩藩ｌ藩支配の中で外

城制度という独特の行政支配がなされ，今日の行政圏

域の確立に多大な影響を与えた。

宮崎県は，江戸時代一部を薩摩藩に支配されていた

ため薩摩藩の影響が残っていると推測される。また，

明治４年の廃藩置県の際,都城県と美美津県が置かれ，

後ほど宮崎県に統一された地域である。

大分県は，江戸時代は８藩６領の支配下にあり，鹿

児島県と全く異なった行政支配がなされていた｡また，

豊前藩は，現在の福岡県と大分県に分割併合された経

緯がある。

以上の３県の分析結果を併せて考察することによ

り，現在の市町村の地区割がどのように成立してきた

か，地区の同定と離散合併の歴史的要因分析を行う。

５．分析結果

５－１鹿児島県

①９世紀当時の行政区画【図－１】＊'）

薩摩・大隅国は奈良時代，日向隼人．大隅隼人．

薩摩隼人・阿多隼人・甑隼人等と呼ばれる部族が群

雄割拠し，統一が困難であった。730年には「大隅・

薩摩両国いまだ班田せず…旧に随て動かさず，各自

ら佃しむ…」＊2)とされている。結果的に両国に班

田収授法が適用されたのは，lOO年程遅れた西暦800

年であった。班田収授法が適用された後の郡郷は，

和妙抄によると,薩摩国１３郡25郷・大隅国８郡19郷，

合計21郡44郷とされている。

②鎌倉時代の行政区画【図－２】＊3）

建久８年（１１９７年）の図田帳によると，薩摩国５

郡１３郷８院・大隅国４郡５郷11院，合計９郡18郷１９

院，総計46の郡郷院が存在したことが判る。本来は

郡の下に郷があったが，この当時は下克上で，郷が

篭

<二〉
園／が

図－１国郡図（800年班田収授法当時の郡）

－鹿児島県一
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大きな力を持ち，しばしば郡を凌いでいた。さらに，

国司や郡司の配下で倉院管理していた者が勢力を蓄

え，郡司に対抗して院を唱え始めた。この結果，似

たような勢力の郡・郷・院が桔抗して領地を分割支

配していた。例えば，９世紀の出水郡は鎌倉時代に

なると和泉郡・大和院．アクネ院に分かれたことが

判る。９世紀の国郡図では，４４郷の地名＊4)と位置

が同定できていないものの,領地．境界争いを経て，

この44郷が12世紀の46郡郷院の基礎となったこと

は，十分推測される。

③太閤検地時の行政区画

1580年代に九州制覇をねらった島津氏は，結局

1587年に豊臣秀吉から平定され，1594年(文禄卯年）

には薩摩・大隅・日向での検地を受け入れざるを得

なかった。さらに，1600年の関ケ原の役で徳川氏の

覇権が確立したため，島津氏は薩摩．大隅の２国と

日向国諸県郡に，この領域体制が江戸時代末まで続

くことになる。

④江戸時代の行政区画【図－３】＊5）

1602年徳川家康から所領安堵の盟書を授けられた

島津氏は，その年に鶴丸城を構築した。「城をもっ

て守りとなさず，人をもって守りとなす」の精神に

中世郷荘図

些列凪ｉｎ一ｍ堂
鯨謹言扉こず1馬

憲二忘毒三三

震雲善ﾉﾘ塞雲三

図－２中世郷荘図（1197年図田帳の郡郷院）
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基づき，この時の城は屋形造りの居館で，代わりに

領内に102の外城を設けたとされている。外城の数

は時代によって変動があるが，おおよそ１１０ケ所前

後である。文禄卯年地図と江戸時代郡郷図を比べる

限り，郡郷の地名と位置に大きな差は見られない。

⑤市町村制施行後の行政区画【表－１】＊6）

廃藩置県は明治４年に行われたが，市町村制の施

行は明治22年にずれ込んだため，この年まで，江戸

時代の郡郷制が行政区画として活用された。市町村

制施行に当たって政府の方針は「300～500戸をもっ

て１村とする」＊7)ものであったが，鹿児島県では

藩政時代の郷を単位として新村を画定した。この理

由は,小規模では村の財政を満たすことができない，

旧来の郷制を維持しようとする意見が残っていたた

め等である。この結果，県本土に限って言えば，８５

郷が１市１１４町村に改編された。この１１５市町村は一

町村当たりの平均戸数が1445戸と政府の掲げる方針

に反し，約３～５倍と大規模なものであった。この

ことは，谷山村の22,000人，頴娃村の18,000人とい

う町村別の人口からも伺える。また，郡の権限が無

いに等しいものとなったのもこの時期で，２１郡は約

半数の１市11郡に統合された。

”
司島坪皿柘地て地姻@

蕊議灘￥
雲蕊零蕊謬
雑蕊鯛;芦
図－３江戸時代郡郷院（江戸末期年代不詳）

－鹿児島県一
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明治の末期から敗戦までは，鹿児島市の拡大，合

併による川内市および鹿屋市の成立，分村による求

名村の出現以外に行政区画変更は行われなかった。

⑥戦後の市町村合併計画【図－４】＊8）

戦後民主主義の導入に伴い，地方分権確立の要求

に答えるため，昭和28年に町村合併促進法が施行さ

れ,鹿児島県でも合併計画案が提示された。これは，

県本土に限って言えば，３市41町65村（合計109）

を１０市35町９村（合計54）に再編成するものであっ

た。しかし，各町村の利害が絡み，現実には１１市４３

町20村(合計74)までにしか合併編成は実現しなかっ

た。この対立の根はかなり深いもので，現在までに

合併吸収された町村は５つしかなく，他は現在も独

立した町として存続している。この結果，平成５年

現在では１２市57町合計69市町村を数えるに至ってい

る。

５－２宮崎県

①９世紀当時の行政区画【図－５】＊9）

645年の大化の改新によって豪族が支配していた

土地・人民は大和朝延の支配下におかれ，国郡制が

施行された◎しかし，九州地方は筑紫国と称し筑紫

表－１郡郷/市町村変遷一覧（明治４
９

【Iﾘj始４年の祁と郷】【明治44ｲ商Ii町*･I現況】【IVWⅡ２１ｲI1il『町#･Ｉ現況】【‘''1戒３イド現在】

(明治４年/明治44年/昭和21年/平成５年）－鹿児島県一

阿多卵

一

日嗣祁

“
｜
榊
一
“

東
碑
癖
郷

祁名

農
←■■－■■●

伽 名

伊佐祁

一一一

肝属祁

輯吸祁

扇~~箔~『耐…軒

頴娃郡

０１膿院.、背.蝋iii米,、1111町に４分剤
iIiMWと面引ｲ･Iが合併して師北町な
り,筒於祁に入る

給紫邸

一

川辺卵

鰻ｌ

※２

蝦３野方村はおもに火崎町と合併したが
大隅町.有馴町とも部分合併している

牛山郷

趣
溌

那名

蕊刈郡 太良郷

一一

菱刈郷

酉杢幽１
束太良村

菱刈村

１
－
村

鋤
澗

菱刈村

腿刈町

川水祁

蛤雁祁

桑原郁

咽喉伽

川水郷

阿久根郷

野川郷

海j渉f郷

_』m瞳杢週
禰辺郷

瀞
111m郷
榊
一
恥
一
》

郷

踊郷

一

個府郷

一

敷根郷

浦水郷

襲山郷
一

福山郷

川水郎

姶良卵

､Ｍ１水

火川内村

下川水村

Ｉｌ０ＩＩ１水村

阿久根村

野川村

高尼野村

加論木村

満辺村

茄生村

面而i
llIIn村

WW喧府
両iWi
栗ヌ

吉松村

牧開村

塑塑山牡
西個分村

圃分村

東1m分村

塑幽
消水村

来襲山村

梱山村

出水邸

姶良照

出水町

火川内村
一一■一一一一

米ノィ11町
村
一
村

内
一
淀

江
一
三

翻
一
珊
一
袖

加治木町

岬
伽
胴
一
卵
一
銅

吉松村

牧園町

当llw1

1i1人町

・国分町

東国分村

敷根村

清水村

霧島村

福111町

出水郡

姶良郎

川水市

阿久根市

野川町

高尼野町

加治木町

禰辺町

上町

姶良町

樹川町

栗野町

吉松町

一一

牧園町

小人町

剛分市

露島町

禍山町

財部郷

市成郷
一

恒吉郷

岩川郷

路凧祁

肝属脇

一一一一

大隅郁

志布志郷

末吉郷

松111郷

百引燭

花岡燭

》
》
》

大

蛤良郷

内之棚郷

高山卿
一一つ－

１１１良郷

癖
一
“
噸
樗

大根占郷

小根占郷
ロマー■－■－

川代郷

市町村名 祁橘 市町村fｉ



現状維持を

9３

張

o－＝合併儲成

村有林力〈多く財

政的に支えあり

町内に発電所があり安定収入が

あるため現状維持を主張

ー、

＆
絶対反対

議謬蕊

聯iｌ 群

期の日向国の郷数は26であったが，平安時代中期に

は２８となった｡

しかし，１０世紀から１１世紀にかけて権力あるもの

が広い開墾地を所有地（荘園）としたことで，荘園

制社会へ移行し，きわめて短期間で国郡制は衰退し

た。荒野の多い日向（宮崎平野・都城盆地等）は，

荘園開発に最も都合のよい土地であった。荘園の発

図－４鹿児島県町村合併計画案（昭和28年提案）一鹿児島県一
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識
４０年４月15日

地理的に困難
ノ|内市合併

加治木町に対して古

い伝統的な反感があ

り自立を主張

零灘 癖
鍵

分村合併反弥

友情・田中・梅崎：行政区域の成立過程に関する研究

率(太宰府)をおいて一個の行政区で治められた。治

世年間(690～697)になって筑紫国が西海道諸国に分

割され，713年に４郡をさいて大隅国がおかれたこ

とで日向の国境は定まった。日向の国郡制は，この

国境設定から１００年程遅れた延暦年間の後半（800～

809）に適用された。適用後の日向は５郡をおさめ，

各郡にいくつかの郷をおいて統治した。奈良時代初

翠ら

Ｎ

:Q蛇：

自立希望

『:瀧皇
蕊

転
一

鍵独自の個性を持って

いるため独立を希望

蕊燕識
灘

自立希望

岬｡蛮鰯爵 立希望

i識
大湘村は，笠沙町から分村して日浅く，

分村時のしこりが残り合併反対論者と，

加世、市合併論者，並沙町合併論者で

村内が混乱したため現状のまま
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達はやがて郷・荘・院などの領地乱立を招くことと

なった。

②鎌倉時代の行政区画【図－６】＊１０）

文治元年（１１８５年）源頼朝が郡国に守護，荘園に

地頭を設置したことで，国家から独立していた荘園

は大きく変質した。建久８年「図田帳」によると，

日向国はその土地のほとんどを島津荘．宇佐宮領．

国富荘の３領荘で支配していた。その割合はそれぞ

れ日向総田数8,064町の48.6％・24.9％・19.3％で

あった。さらに，8,064町の総田代から，没官領と

公領を除いた7,971町（98.8％）の土地が荘園又は

私領であった。しかし，１４世紀中期頃から荘園領主

の勢力圏争いの激化により荘園制は崩壊の一途をた

どった。その中から1570年代に伊東氏は宮崎平野を

中心に広い勢力圏をもった。1577年には伊東氏の勢

力を一掃した島津氏が，１０年後には日向全域を勢力

圏として治めることとなった。

③太閤検地時の行政区画

1580年代に九州制覇をねらった島津氏は，結局

1587年豊臣秀吉から平定され日向の一部を与えられ

た。つまり，日向は勢力の分断政策によって12領で

統治されることになった。この領域が日向幕藩体制

の基礎となった。

④江戸時代の行政区画【図－７】＊'１）

図－５国郡図（平安初期年代不詳）－宮崎県一

江戸時代,現在の宮崎県は７ケ領に分割統治され，

統治の仕方や農村組織は諸藩によってそれぞれ差

異があった。以下特徴的な藩制について記す＊'2）

・延岡藩は自然に発生した郷村を基にして「名｣，

「門｣，「組｣，「戸」という組織をつくり，「門」

がいくつか集まった「名」を村とした。

・妖肥藩の農村制度は延岡藩とほぼ同一であるが，

地方制度は鹿児島藩の外城制に似た郷土制度を定

めた（1708年)。

・高鍋藩は村の下に「門」を置き，その下に「組」

を置いた。そして，数村を集めて「郷」と言った。

・佐渡原藩は藩内を24名に分け「名」を村とし，そ

の下に「門」を置いた。

・鹿児島藩では外城制度をひき，数個の村を集めて

「郷」とし，「郷」の区域を定めた。

⑤市町村制施行後の行政区画【表－２】＊13）

明治４年に廃藩置県が行われ，日向は６県に分割

された。しかし，廃藩置県から４ケ月後には大隅国

を含めた２県に統一された。明治６年に大隅国（諸

県郡志布志・大崎・松山の３郷を除く）を鹿児島県

に帰した。そして，宮崎県全体は明治９年にいった

んは鹿児島県に合併されるが，７年後の明治１６年に

鹿児島県の圏域に諸県郡の３郷を組み込んだまま

で，日向国に宮崎県が再置され，現在の県域として

図－６中世郡郷図（年代不詳）－宮崎県一



行政区域の統合は，明治17年のlOO戸長役場を基盤

として成立したものであると推測される。

明治の末期から敗戦までは市政・町村制とあわせ

て近代的地方自治制度としての府県および市町村の

行政統治機構の基礎が確立され，体系的にも整備さ

れた。本県でも明治23,24年に３ケ村が合併と分離

を行い，その後,終戦まで７市町村の合併が行われ，

１１ケ村の減少をみている。

⑥戦後の市町村合併計画【図－８】＊１４）

昭和29年～31年までに町村合併促進法に基づき，

大規模な町村合併が行われた。この期間に合併，分

村，編入が行われた市町村はそれぞれ３２，２，１で

あった。その結果，昭和31年９月末日までに７市２５

町27村（合計59市町村）となった。資本主義経済の

発展に伴い生活経済圏の拡大が進んでいた当時，町

村規模の合理化，それに伴う行政水準の向上を図ろ

うとするものであった。

町村合併促進法で計画されながらも未合併のまま

１０数町村残っていたが，昭和32～36年の間に新町村

建設促進法に基づいて合併が促進された。昭和37年

以降の合併は各市町村の自主性にゆだねられる結果

9５

図－８町村合併促進法下での合併・分村町村

（昭和29～31年）－宮崎県一

の確立をみた。

町村の圏域設定については，明治４年に一度，県

の下に戸長・副戸長という行政組織が置かれた。明

治１７年に戸長役場の管轄区域が変更され９郡８役

所,393町村をlOO戸長役場で支配する体制をとった。

明治22年の市町村制は，「戸数１００以下の弱小町村の

整理統合をすることで近代的自治制度を推し進め，

300～500戸をもって１村とする」ものであった。こ

の政策として，県は各戸長役場に「町村沿革調」を

提出させ，新町村区域案を策定したが，宮崎県は山

地が多く，地形も複雑なうえ，藩政期に諸藩が分立

し藩領が錯綜していたため，隣村であっても社会

的・経済的に民情を異にする地域が多く，新町村区

域案には様々な異論がだされた。異論を唱えた町村

は60を越えるものであった。その結果，393町村は

５町95村に統合された。この１００町村は，300～500

戸を１村とする政府の理念とは異なり，一町村当た

り平均815戸であった。具体的には，501～1,000戸

の町村が37町村，1,001戸以上の町村が20町村と500

戸以上の町村が半数以上にのぼった。

以上のことからも明治22年の市町村制施行による

村
線
腺
線

図－７江戸時代諸藩・郷図（江戸末期年代不詳）

－宮崎県一
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【江戸時代】【明治17年町村肥】【明治22年町村躯】【鮪３１籾朋0W綱N甑】【平成４年現在】

第３５号（1993）9６

寮l)榎原村はS､31,4.1、分村し、日南市と南卿町に合併された。

表－２郡市町村変遷一覧（江戸時代/明治17年/明治22年/昭和31年/平成５年） 宮崎県

②鎌倉時代の行政区画【図－１０】＊１６）

１０世紀から１１世紀にかけて，これらの国郡郷制が

崩れ始めると権力あるものが土地を開墾し荘園が乱

立し始めた。その結果，度々荘園整理令が発布され

公領と荘園との区別がなされた。荘園開発が終駕を

迎える12世紀末，荘園公領制が確立され境界が明確

になった。

時代が鎌倉時代に移行すると同時に，豊後は大友

氏が守護として入国し，その治世が約400年間続い

た。

③太閤検地時の行政区画

1593年，豊臣秀吉は大友吉統から豊後国を没収，

鹿児島大学工学部研究報告

となり，昭和44年の高千穂町と上野町の合併を最後

に１２年間で合併，編入がそれぞれ２４，１市町村行わ

れ，平成５年現在では９市28町７村合計44市町村を

数えるに至っている。

５－３大分県

①古代の行政区画【図－９】＊'5）

大化の改新（645年）により国郡里制がしかれた。

715年，里は郷に改められ，郷の下につく行政単位

となった。745年には行政単位である里がなくなり，

国郡郷制に移行した。この古代律令制時代における

豊後国８郡40郷の豊前国の一部２郡１７郷が現在の大

分県領である。

寮2)山田町はS､33,S､48に郁城市と境界変更している。 楽3)破線内は鹿児島領内の房名。

※4)東米良付はS,37.4.1に分村し、西郁市と木城町に合併された。

※5)岩戸村はS,31,9.30に分村し、商千穏町と日之影町に合併された。
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太閤検地を実施した。その結果，豊後国は蔵入地と

なり，それまで郡単位におかれていた代官はいくつ

かの地域に配分され，豊後国内は細分化統治される

ようになった。

④江戸時代の行政区画【図－１１】＊17）

幕藩体制のもと小藩分立を強いられ，多くの蒲が

生まれては消え，幕末には８蕪６領が大小様々な形

で残存した。各々の藩はそれぞれ異なる制度により

領内を統治し，町村を「組」「手永」などの単位で

まとめていた。

⑤市町村制施行後の行政区画【表－３】＊'8）

明治４年，廃蕪置県により一国一県を基本として

大分県が定められた。この時の１７町1,801村は藩政

時のそれとほぼ一致するが,戸籍法制定により「区」

が設置され町村は行政区画の意義を失い地理的名称

となった。

同８年，小区区画変更と同時に小町村の分合改定

が行われ，８町792村となった。

同９年，福岡県から旧豊前国の中の下毛・宇佐郡

が編入された。

同１１年，「郡区町村編成法」において区を廃し，

郡町村を再び行政区域として定め，１２郡９町１，１２８

村となった。その後，経費節減のため一町村または

数町村に一つの役場を設悩した。同１７年には全国的

に行政区画の改正が行われ，政府の方針である「従

来のほぼ５ケ村を合わした500戸を基準とした区域

を役場所轄区域とする」に則って，役場を設置した。

図－９国郡図（年代不詳）－大分県一

同22年，近代自治制度の導入に伴う市政．町村制

が全国的に施行された｡県でも政府の方針である｢各

町村は大凡300～500戸を以て標準とする」＊１９)を蕪

本として慎重に検討を重ねた結果，旧体制のI|]･村は

旧連合町村での区画を基礎にした１４町265村（１町

村あたりの平均戸数555戸)に再編された｡中には｢そ

の区域を変更することを希望する」＊２０)町村も少な

くはなかったが，郡長あるいは知事らが自らそれら

の町村に出向き，並々ならぬ苦労を重ねて説得した

ことが記録に残されている。＊2'）

盗自←

図－１０中世郡郷図（年代不詳）－大分県一

三参

図－１１江戸時代諸藩図（江戸末期年代不詳）

－大分県一
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郡市町 覧（明治７年 県

鹿児島大学工学部研究報告

郡名 町村数 町村名 H1聖』１１１回 市町村名

直入 ７
３
０
７
９
９
４
３
０
８
１

１
１
２
２
１
２
２
１
１

宮砥脂

菅生脂
宮城脂

刺源ド
ﾘﾓ源ド

邪〈下

臼ﾉ作
久圧Ｆ

菅確搾
長i毎Ｆ

1,7,土序

秋叫

久B調槻Ｉ

四人脚Ｉ

認可

久日ﾖ町

回ﾉ､剛

玖珠 ２
４
６
５
８
６
４

１ 匪髄】

;旺併
同u匠
黒キ

７年キ
皿 日
蝿 下

序

肘

肘

ﾌ画到可

玖珠町

ﾌ哩卵Ｉ

玖周$BＴ

目出 ６
３
５
５
４
８
６
３
４
４
３
３
９
３
４
２
７
８
１
６

証 ヨ

目
訂
画
瞬

二魂 ド

光岡下

高瀬『

言嘉
ヨHEIF
Ｆ[有日
ノ痩詐
＝

ノ唖酢
凝り樵
五将廉
前顕、
ヰ喝野］
_回頃」

プ同』序
中川稿

馬原脂

五馬下

『

肘

泰
下
賑

日田市

ド噸麺討
【門賓I村
ゴ調工付
ロ
』 q山雨

宋村

日出市

ﾛ呪矧司上帳

噸載]漆
上揮皿系

大皿肘

天嗣弓『

I，モ １
４
３
６
５
５
５
４
３
３
４
５
６
４
３
６
１
１
４
５
１
８
１
４
１
５

にR諺Ｈ
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大江*
ﾉN鷺ド
鰯腫詐
大 噴帯

如 kＦ
一
一

．
４
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和 B幅
機 H帳
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０用Ｖ洞￥
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画
】 詩
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〕硲干
ロ詫汗
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雫酢
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■
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村
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項載而
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u睡削

雪子圧 ６
８
５
７
０
６
５
７
８
９
３
８
２
８
４
０
７
７
２
９
６
７
４
２
４
４
０

１
１
２
１
１
１
１
２

駅ﾛ肝

Ⅱ副11Ｆ
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四目、

椀1序

師稚憎ド
趣5詐
ﾊﾙ酢
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》
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村
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府
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h
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序

肘
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麦ｕ５調Ｉ

三子田、

所匪w卸Ｉ

菱LF嗣封Ｊ

聡致 1818村 1極lZbb打 11W刃郵１２３ ｕｍＪ蝉lｕ

郡名 町糊数 町村名 雨H1材名 ､弧】村名

大分 ０
９
０
７
５
５
０
５
８
０
０
４

１
１
１
１
１
１
１

石剛Ｉ

由りＷｌ
Hﾘ3f群

谷＊

夕耐ず_■■

謡
阿南Ｆ
剛E鰹
訓b由Ｗ

雨由、
溺平千

村
村

村

村

同一

村
村

肘

鯛訂可

田師可

溺砺;調Ｔ

鯛司町

田内町

湯１砺調Ｔ

海部 ８
４
８
５
８
３
４
２
６
４
０
４
１
４
２
２
８
４
３
２
２
５
５
５
８
９
０
１
５
６
２
４
５
９
１
３
７
７
６
７
５
５
２
２
４
６

１
１
１
２
１
１
１
１
２
１

E隅田
一
日
０
画
一
一零留目［
１閣醐鼠
Ｉ旨謹Ｉ泰
､ノ､１脂
司顧 農村

二
Ｆ
一
画

馨
ﾖ覇

届
下
層

村
－
，
秤

１剛排

１i江ｆ
5禰干

日代＊
四偶乎＊

禅周木Ｆ

奮認趣
一沢屋ド

佐伯町
飼岡序『

睦璽B村

八顧村
大人鰯F『

匹Ｌゴ爵村
1,2圏迅付
ｵ口酢『

洞、 』村
〕瓦 涌射
月用諦寸

｣閏 １村
《、B村
８召 Ｉ村
画扉自村
ノﾛf而村
Ｚ邸１F『
ノl原木付
｜
Ⅱ硯討
２茅阿開幅
〕､FRW漆
う句頃 脂

二入間脂
ワ頃ホ

で
、
０ 閉]漆
〆
『
． 望懸ヨ脂

EWF市

顧久見而

佐到ｉ０ＨＴ

幽白市

_『J阿戸

引庄村

坪川座何

千日門

画1W円

餌見荊

米耐q謂村

瀞、『

臼杵市

顧久見而

僧到１０町

佐伯市

上浦日

弱往町

本睡村

千日国Ｉ

直川fＶ

観見町

労句q剃寸

蒲、『

大野 ３
３
８
６
０
７
７
０
６
９
１
４
０
０
８
２
７
６
０
４
１
５
７
１
３
６
６
５

２
２
２
１
２
１
１
１
２
１
１
１
１
２
１
２
１
１
１
１
１
２

ヨI認rｆ
［曜件
『腰嗣
』瞳下

浬賑
菅間謙
百筏脂

碗H帽
井田幅

９謡怖
４江休

Ｉﾖ山儒
型
Ｉ訓作
ド瞬砿
#肪布
』H谷1１
封猷
ノ密ゴ

。11』

ロ”観
一
Ｊ 叡搾

丘F序
可フＴ凹

ｺ抑情

詞E老需

犬飼帯
長谷本

戸上編

席

肘

村

＊
＊
稀
、；

＄

肘

劉溺1Ｊ

三里町

訓f蕊fヅ

洞I耐

緒方町

卿{9町

大劉町

尤開町

野津HＴ

二.図可

千餓村

洞I耐

糟方町

切蝿FHT

大罰町

犬藤調Ｔ

直入 ２
３
３
７
４
７
５
０

１
１
２
１
１
１
１

竹任間
圃剛帯
岡本帯

リゼ白儒
玉釆帝

弼
N匿百稀

竹田市 竹田市

郡名 町村数 町村名 市町村名 1価８１件名

国東 １
５
４
８
４
５
４
２
１
６
５
５
６
５
８
４
４
３
４
６
４
６
５
１
６
２
４
４
６
３
４
８
５
５
６
７
４
４

１

周丑潤

玉調布
う伺電Ｆ

美W序

暑謡
村
行

河PVF

葛､也下

呉自珠
圧殿下
廟田下
圧瞭ｆ

雲＃
ｌ
－
ｂ

E狸fＦ

岬＊
三里ド
ヨ爵Ｆ

f摺詐

ロヲ獣村
Ｈ院需
１』哩肩弓 村

タ盟昨
［即誹
ノYFWミ

ﾖﾛ蝿村

】陣誹

１圃時
う翻詐
】ﾖ日＊
】圃断
Ｉ塑圏村
Ii

W課ＩＬⅡ

lZE3m村
舞唆帽

開g弱荷

＝詔哩菖■ﾛ●

大出f７

具土刺

香々地町

国見町

Ｕ』叫同一J

ﾀ鑑村
匝踊町

j噸蝉Ｊ

ヱ奇声～□

塁剛晒団封而

大出fＷ

鼻ｕｚ脚Ｉ

香々雄町

国見町

姫醗下

匝B利nJ

函薗島｡Ｉ

汝J5郡Ｉ

速見 ７
１
５
６
２
７
２
２
８
４
５
５
１
１
２
５
２
２
２
３
７
２

１
１
１

;瀞ト
大内村
、守鏑寸
1１坂村
ｂ
界詞１画す

リ府村
'鰯村
Ｅ垣村

ロ１日村
閉周9F『
ロ岡村
酉
酉 出町

燭付
ロ瞭村
大押F『

『靭闇村

項』盾村

上村

刑1盾村
立唇村

u鮪村

杵罰冒而

別何市

日出町

u喧剛

碕到を巾

別荷市

ロ辻脚Ｉ

u唐剛

大分 ７
３
１
６
６
７
５
３
５
４
３
５
６
６
９
６
４
０
９
１
０
０
６
１
５
５
８
７
５
６
３
８
９
９

１
１
１
１
１
１
１

大分町
四目打閥Ｉ

屈展行

】囲罰可
ﾉ砺肝『

滝罷禰

東大分村

同国H弓『

圃縄町

１３個$村
三睦村
刺翻齢

Q厭台帝

拙個味
超HＦ

Ⅱ圃貯
戸ＵＷＦ

竹中Ｆ

河原P肘
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鞘匠作
栖王序
匪認旺脂

野晒日賑
ﾛ圃詐

豊碧＃一
ｂ

丹生Ｆ

市不

佐卿時

ﾉNﾖ罰帝

識
村

今市Ｆ

大ｊｊ市

鰯間市

大円卿Ｉ

大ガfＴ

大画す

坂ﾉ市日Ｉ

津川斗散町Ｗ］

大分市

歩』倒敵珂宇』
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日露戦争（明治34～35年）後，町村財政負担の増

加により公益上有力な町村を創設するためと，交通

機関の発達にともなった町村区域の拡張のための合

併が行われ，町村は27町231村となった。

昭和２年の金融大恐‘慌を背景として，財政規模の

拡大と租税負担の軽減を目指した町村合併が再開す

るが，町村固有の特徴や住民の伝統的思考から合併

は難航した。

また，同12年以降は国が軍国主義の政策を採ると

同時に，県下主要都市と軍事基地．軍事工場をもつ

町村とが指定された都市計画施行地と周辺町村との

合併も進められた。

⑥戦後の市町村合併計画【図-12】＊22）

戦後の町村合併・分立は住民の意志を尊重する民

主化政策の一環として推進され，戦時中に合併が強

行された町村の分立運動が活発化するが，成立した

のは一件にとどまった。昭和28年，地方自治の基盤

強化のため国の政策として「町村合併促進法」が施

行された。大分県でも町村の行財政・地勢・住民感

情・経済的諸条件等の実態を把握し，円滑な町村合

併を進めるために「人口8,000人以下の町村はすべ

て合併対象としたが，地理的事情により，気運の醸

成の高まるまで一時保留をした方が良策である，と

考えられるものについては，翌年度以降に廻すこと

にした。但し，合併気運の高い町村にあたっては今

回一気に合併を促進」＊23)が根本方針として挙げら

れ，７市40町148村中，合併対象町村１３８，非対象町

村50として７市93町村に減少する計画であった。そ

の結果，１１市33町23村となったが，中には計画され

たにもかかわらず地理的要因などにより合併されな

合併すると旧伊奥町が中心となる

ため反対．しかしその後昭和35年 姫島村

多営と＞

鰹

図－１２町村合併促進法下での合併・分村町村（昭和29～31年）－大分県一
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かつた町村も存在した。これらの合併されなかった

町村で，以降合併したものは３町村しかなく，他の

８町村は現在も独立した町村として存続している。

平成５年現在では１１市36町11村合計58市町村を数え

るに至っている。

６．まとめ

鹿児島県・宮崎県・大分県の現在に至る市町村成立

過程を比較することで，各々の行政圏域の特徴をまと

めたうえ，考察を行うと以下のように整理できる。

鹿児島県は，江戸時代薩摩藩１藩で支配され，外城

制度という独特の行政支配がなされた。明治22年の市

町村制施行に当たって，政府の方針は「300～500戸を

もって１村とする」ものであった。しかし，江戸時代

の数個の町村を集めた郷を単位として新市町村境界線

が決定された。これは，政府の方針とは異なった区域

割で，平均1,445戸の大規模な市町村を成立させた。

その後，この市町村制施行後の境界線が，昭和28年の

町村合併促進法の施行で多少編成されたものの現在の

市町村区域割りに色濃く残っている｡

宮崎県は，中世の荘園乱立時代，江戸時代の諸藩分

割による統治であった。江戸時代薩摩藩に支配されて

いた区域は，市町村制施行時の新市町村境界線が，鹿

児島と同様に郷域を基準として決定されたものではな

いかと推測される。しかし，薩摩藩支配のなかでも都

城領は，郷域と新市町村境界線の一致をみなかった。

また，江戸時代薩摩藩が支配していなかった区域につ

いては，平野部と平野部以外で行政区域の変遷に違い

がみられた。平野部（現在の宮崎市周辺）では，歴史

的にも覇者による領域争いが行われ，耐えず境界線が

変化していた。平野部以外では，幕藩時代の藩境界線，

遡れば荘園時代の郷・荘・院の境界線と市町村制施行

時の新市町村境界線の一部が一致をみた。

大分県では，江戸時代大小数個の藩により独自の組

織体系で統治されていたため，鹿児島県と違った行政

圏域の区割りが，市町村制施行時に行われた。鹿児島

県の郷域単位での大規模市町村区域割りに対して，大

分県は，江戸時代鹿児島の郷と似た組織である組・手

永が存在していた。しかし，大分県の行政圏域は，こ

の組・手永の領域よりむしろ明治17年行政区画の改正

「500戸ほぼ５ケ町村を基準とする区域（連合町村)」

をもとに新市町村境界線が決定された。その結果，市

町村制施行時に１町村当たりの平均戸数が555戸と，

政府が掲げた方針にほぼ沿う形で新市町村境界線が設

定された。

これら３県について言えることは，現在の市町村区

画が，明治22年の市町村制施行時における町村区画を

基準に，昭和の大合併（町村合併促進法）を経て成立

していることである。明治22年から現在までの町村区

画の変遷を合併による町村の減少数で捉えてみると，

市町村制施行時に旧来の民意・圏域を考慮に区画さ

れ，１町村あたり平均戸数1,445戸・815戸，町村数に

して１１５．１００であった鹿児島・宮崎県でそれぞれ46.

56町村の減少をみた。一方，政府基準に則り１町村あ

たり平均戸数555戸，町村数にして279町村であった大

分県では221町村もの減少をみる結果となっている。

またこの間，分村した例は鹿児島・宮崎県においては

少数に留まっているが，逆に大分県では昭和32年以降

だけでも境界変更が１６件も存在する。

つまり，明治から大正，昭和へと時代の急速な移り

変わりの中で，市町村制施行時に町村数がそれぞれ

１１５．１００と旧来の圏域を考慮にして町村区画が構成さ

れていた鹿児島・宮崎県に対して，政府基準で町村区

画を策定し279の町村をも有していた大分県では，そ

の後急速な町村合併の促進，境界変更の必要性があっ

たと思われる。
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